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現在、情報通信研究機構（旧通信総合研究所）ではアラスカ大学との国際共同研究として北極域中層大気総合

観測（アラスカプロジェクト）を行っている。このプロジェクトの一環として、我々はアメリカ合衆国アラスカ州

ポーカーフラット（北緯 65.1°, 東経 212.6°）に 16×16 素子アンテナアレイから成るイメージングリオメーター

を設置し、銀河電波吸収(CNA)の定常観測を行っている。この CNA の発生は主に数十 keV 帯の高エネルギー電子の

降り込みによって生じる電離圏 D領域の電子密度増大を反映している。 

これまでに我々は、1996～1998 年の期間にイメージングリオメーターの視野内（高度 90km で約 400km×400km）

を人工衛星 NOAA14 のフットプリントが通過したイベントを選出し、NOAA14 で観測された高エネルギー電子フラッ

クスデータと CNA データとの比較解析を行ってきた。その結果、CNA と高エネルギー電子フラックスの間には良い

相関があることが発見された（山本他、第 112 回地球電磁気・地球惑星圏学会講演会、2002 年）。 

今回、我々はこれらのイベントについてさらに解析を進め、NOAA14 の電子フラックスデータから CNA を計算し、

イメージングリオメーターで観測された CNA との比較を行った。解析には、NOAA14 の電子フラックスデータのう

ち低エネルギー帯（300eV-20keV）と高エネルギー帯（30keV-1MeV）両方のデータを用い、そのエネルギー分布を

カッパ分布関数でフィッティングした。そして、この降下電子のピッチ角分布が等方的であると仮定して CNA を計

算した。ここで中層大気モデルには MSIS-90 を用いた。 

その結果、いくつかのイベントについては電子フラックスデータから計算された CNA 強度と実際に観測された

CNA 強度が良い一致を示した。一方で、計算値が実測値よりもかなり小さく見積もられるイベントや、計算値と実

測値の間に時間差があるイベントも存在した。今後この手法をさらに改良、発展させることによって、CNA と高エ

ネルギー電子フラックスの関係が定量的に明らかになると期待される。 

 


